
  平成22年度遠野市下水道事業特別会計補正予算（第４号）の要領 

 

 歳入歳出からそれぞれ 45,687千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 750,473千円とす

る。（当初予算比較で、4.7％の減） 

 （歳入） 

１款分担金及び負担金は受益者負担金現年度分及び滞納繰越分の増により 883千円の

増、３款国庫支出金は精査による国庫補助金の減により 4,000千円の減、４款繰入金は

一般会計繰入金 21,870千円の減とする。 

 ７款市債は下水道事業債の減により 20,700千円の減とする。 

 （歳出） 

１款下水道管理費は委託料等の減により 3,000千円の減、２款下水道事業費は委託料

及び工事請負費等の減により 42,687千円の減とする。 

 （その他） 

 地方債の補正は、下水道事業債の減額によるものである。 

 


